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                   学生論集『茨城 SC フォーラム』第13号 編集委員 名簿 

   放送大学茨城学習センター      茨城学習センター学生・卒業生 
           小野寺 淳センター所長                 石田  紀久     金子 紀夫  葛貫 壮四郎 

大森 宏之事務長                         高柳 美伊子     竹内 孝       山口 文夫 
                                                             吉村 政一          山下 功  
                                              矢野 正義(編集委員長) 
                                  

編集後記 

学生論集『茨城 SC フォーラム』は、放送大学茨城学習センターが有する学識や思いを広く学

内外に発信するものとして、本年度第13号を発行する運びとなりました。以下に本号の掲載内容

について編集委員会の意図をご紹介させて頂きます。 
    2020年2月頃から全世界を巻き込んだ新型コロナウイルス COVID-19によるパンデミックは、わ

れわれの学生生活にも大きな影響を及ぼしました。その影響は広範で長期にわたり、発生以来約

3年が経過した現在も続いているのでありますが、本学生論集に関しては、創刊以来毎号ベーシッ

クな論文源となっている「教員・学生講演会」での講演の論文化『論説』原稿が、同講演会が過去2
年中止となったため得られなかったのでありますが、2022年9月に前記講演会を開催することがで

きましたので、本13号では教員、学生お一方づつよりのご寄稿を頂くことができました。 
論説では茨城学習センター前所長佐藤和夫先生にご寄稿をいただき、学生からは金子紀夫氏

に登場いただきました。佐藤先生には放送大学茨城学習センター所長ご退任にあたり、放送大学

スペシャル講演として前記教員・学生講演会でご講演いただきその内容をお寄せいただきました。

なお、このご講演は編集の上放送大学生涯学習支援番組（231チャンネル）にて放送の予定です。

ご注目願います。金子紀夫氏には前記講演会において、知的財産に関する知見や考察を広い視

野で発表されたものを論文化頂きました。 
次に修士・卒業論文の関連では2022年12月に発表会を行うことができ、卒業研究論文：小川晶

子氏に超コンパクトにまとめて頂きました。論文は筆者の興味や問題意識を放送大学での学びや

研究で解明しより深く理解をしようとする事例であると考えています。本論文は大学に正式に受理

されたものですので、全編を参照される場合は大学または著者にアプローチして頂くとして、本論

集では今後続く方々の入口として参考にしていただけるものと考えています。 
研究論文は茂呂輝夫氏、田辺裕美氏より日頃の研究活動の成果を寄稿頂き、解説・報告として

竹内孝氏、石田紀久氏他、山下功氏より3編の寄稿を頂きました。これらの5編は皆公募に応じて

頂いたものですが、文系･理系多岐に渉った内容で、生涯学習の府としての放送大学での学びと

その展開の有り様や到達レベルを示すものと考えています。 
次に知の小窓として、茨城学習センター元所長塩見正衞先生にご寄稿頂きました。先生のこれ

までの多くのご寄稿と異なる視点・内容でありありがたく、また本学生論集に執筆を志す学生・卒業

生にとりまして大いに参考にさせていただけるものと思います。 
今号の編集・刊行に関してご寄稿いただいた方々、各方面でご協力・ご尽力くださった皆様に

厚くお礼申し上げます。                                     （矢野正義） 




